







































































8分は王経と親交を結び､やがては大暦十才子の筆頭となる宮廷詩人｡李紳(7 -a)は､新楽府運動の端緒を元横と共に作った詩人｡挑合(7-1--3)は'文学史に挑頁と並称され 頁島と共に'晩唐詩の様式を開拓した詩人｡自店易(7 -3)が､唐を代表する詩人のl人であることは'言うまでもない｡自居易 挑合について､新昌坊との関係に限って若干の説明をしておこう｡
自居易が新昌坊の住宅を購入したのは､五十歳の時(長慶元年8-1)　である｡自居易は元和十年815､四十四歳のと
きに江州司馬に左遷された｡その後に忠州刺史に転任し､長安 帰ってきたのは六年振りだった｡こうし エリートコースに復帰した自居易 ､刑部司門員外郎(従六品上)･砥部主客郎中(従五品上)兼知制詰･中書舎人(正五品上)と順調に累進して行-｡砥部主客郎中に在任の頃､それまでの賃貸暮らしに代わって､満を持して長安 購入したのが'この新昌坊の住宅だった｡新昌坊は'安史の乱以後に開発が進んだ高級官僚 住宅地であ-､自居易の
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(大意)　南山は､ここから三十里のところにあるのに､雨で十日も見ることができない｡--しかし天のことは長かるべからずで､やがて強い風が吹いた｡垂れ込めた雲は吹き払われ､溢れるような縁が､長安の城門に注ぎ込む｡長安の百万の家では､家ごとに塀風を取り替えたようなものだ｡誰がt l香山が好 なのか 自分はその人の隣りに引っ越すことにしたい 　-　この詩は､原東
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短期間の投宿ではな-､ここ 当面身を落ち着けるつも-だったことは'延康坊に住む張籍を慕って近所の延轟里に居を定めたと　｢延康吟｣　 中 述懐していることからも明らかである｡
この詩には､正負の両面にわたる｢頁島のこだわり｣が記されている｡第一に､市井の喧騒｡第二に'南山の眺
望｡第三 ､井戸水(泉水)　である｡｢耳目乃邸 ､肺肝即巌峰｣は難解な詩句であるが､耳目に聞こえ見えて-るのは､鄭井の旺盛な商業活動､肺肝(衷心の思い)は'遠-に見える秦嶺の山並み､ 解釈する｡延寿坊は､西市
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と街路を隔てた東隣である｡西市がシルクロードに向かって開かれた､近-にはソグド商人の波斯邸も並ぶ繁華な商業区であることを､青島は日ごと目撃することとなる｡それは'苑陽の田舎育ちの君島にすれば､都会という異世界の喧騒そのものであったに違いない｡そこでは､わずかに遠く望める秦嶺の山並みだけが､異世界から己れの世界に引き戻して-れる魂の家だったのであろう｡山に寄せる貫島の特異な執着が､上京の直後から胸中に兆していたことを示す貴重な資料である｡なお延寿里は平地にあり､しかも長安城の北部に位置する｡ここ 見える秦嶺は'原東居からの眺望とは異なって､小さ-控えめのものであったに違いない｡この詩 ら窺われ と'君島が原束居に住まい 移した大きな理由 一つは､南山 ､そ 　｢肺肝｣を慰謝する山並みを間近に見る ができる立地条件であったと思われる｡加えてそ 原東居の地は'貿島自身が｢幽里｣と称する､鄭井の喧騒から隔てられた晴謡の空間 あった｡(貿島｢寄李軸侍郎｣詩に｢幽里近常宿-近頃､幽里に住居を営んだ｣)　-　なお君島が井戸水に特異なこだわ-を示しし は､別稿に改めて述べることにする｡
五　原東居の位置
頁島の原束居が､昇道坊の北街(坊内北部)･南街(坊内南部)　のいずれにあったのかは､資料不足で決め手がない｡












































































































分-がらんとした畑 は､あぜ道が細-枝分かれしている｣､｢原上秋居｣詩には｢田家未索禾-農家 ､まだ稲の刈り入れをしていない｣､｢原屠即事言懐贈孫員外｣詩には｢拾薪逢刈田-薪 拾おうとして 農家の刈り入れと出-わすのだ｣､｢酬張籍王建｣詩 ｢鼠地貧屋収田日-刈り入れ 時期 ネズミは貧しい我が家を後に畑へと走り去る｣､張籍｢贈貢島｣詩には　｢牲杖傍田尋野菜-杖を曳いて､畑の側を山菜を求めて歩き回る｣と田地 言及す
め















の規模であった可能性もある｡かりに｢畦｣を面積の単位とすれば､畦=五十畝　(臥-i;5アール)'つま-敷畦がかりに四畦としても十ヘクタールとなる｡昇道坊全体が六六ヘクタール程度なので､それでは大きすぎて現実的ではない｡ここの畦は､あぜ道で仕切られた畑の区画と考え し ない｡それにしても相当の面積となる可能性がある｡自給のための栽培ではな-〜余剰は､商品として出荷していたのかも知れ 長安城内は､疏菜を中心 した近郊農業が営まれていたが､もし貢島もその一人であったとすれば'質島は､菜園 経営を請け負った｢管理人｣　であった可能性も想定の中に入って-る｡ちょうど襲州期の杜甫が､襲州都督の相茂琳よ-東屯 稲田管理を請け負っていたように｡そう ば､従来の貫島のイメージについて
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も､若干 修正 必要 なるだろう｡Iなお雷鳥の　｢贈頁島｣詩　(前掲) に｢塞魔放飽騎牌出｣､王建の七律｢寄責島｣詩
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その結果を要約すれば､貢島の原東居 ､南山へ 良好な眺望を持ち'また眼下には曲江池を傭轍す 位置 占めていた｡また仏寺と隣り合っていた｡この二点 ら､原東居は､昇道坊の西北部に位置していた可能性が高いと判断される｡また､昇道坊は'田地が広がる農耕地域であ-'特に南部(南街)　は人家も少な-､嘘墓が散在 閑散とした地域であった｡貢島 ､坊内をめぐつては　｢野菜｣　｢菌類｣　｢薪｣ 拾い集める､採集生活を送っていた｡また宅地には菜園と薬欄があり'そこからの収穫に君 期待していた｡
次に､この原東居における貢島の詩人としての生活について､述べてみたい｡貿島は､元和十五年8-0から開成二年8-7まで､昇道坊 に住まった｡君島は､張籍や王建のような先輩 詩


































しその中で頻りに思い出す は､かつて劉侍御の宅で､月の夜に開かれ 琴曲の集い ある｡もう一度､是非とも宅をお訪ねしたいと'貢島は願ってこの詩を作る である｡
A詩では､これから萄の故郷に帰る李飴に'｢私に手紙をくれますか､原東居から外出することはめったに無い






















































それに背を向けて､自己の淳乎たる世界に寵るのである｡｢開扉一畝居､中有古風還｣｡その世界は､たった一畝の小さな世界に過ぎないようだが､中には古風(無上の醇朴)がすがすがし-環流している｡｢市井日己午 幽薗夢南山｡喬木覆北斎､有鳥鳴其間｣｡市井 人々がいよいよ物欲を達し-して生業に励もうとするとき､買島は静かな窓辺で､南山の夢を見る｡高い木立は､北 書斎を掩うように茂-､鳥がその木立に止まって噸っ 　-　南山は､貢島の原東居の窓からいつでも眺めることが出来る尋常の風景 しかしここでは､夢の中にあってさえも'魂が､その南 に向かってあくがれ行くと言うのである｡南山に対する貢島の尋常ならざる執着を示す旬として､読むことが出来るであろう｡｢市井日己午｣は'当時､東市や西市の商売は正午から日没 でと規定されていた'その商売の始まろうとする時間のことを指す｡賓島の世俗 対する嫌悪は 名利を追う官僚だけ な-､市井の商業活動にも向けられていた｡長安 上京直後の作である｢延毒里精舎寓居｣　に'すでに｢耳目乃邸井-耳目に届-のは西市 喧騒｣　の一旬があ も 君島の商業活動に対する生理的反発を示 ものである｡
消息の二つ目は'作詩行為への没頭と､そのことがもたらす至福の喜びを述べることである｡｢新題驚我壇､窺
鏡見醜顔｡陶情惜清源､此意復誰撃｣｡なるほど､君島は作詩に尽棒し､惟悼してい ｡しかし詩 創造によって､君島は｢晴渡-浄化された魂の平安｣　に達す ことが出来るのである｡この作詩の喜びを､いったい誰が分かっくれるものか｡ここ 言う｢晴渡｣とは'言い換え ば､詩の前半 言う｢原東盾の内部を環流 古風｣ ､我がものとして感得する とであるに相違ない｡しかし貿島 如何に作詩 愉悦を述べたと ても'その原東居の世界は､外部に対して余-にも禁欲的で閉塞的で､息詰まるような孤独 危機との際ど 均衡 上にあるも の うに思われてならない｡-　確かに雷鳥には作詩の愉悦があった.しかしも も原東属の生活そのも が　｢閉塞した世界｣　 あると受け止
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(1 0)　昇道坊に '龍華尼寺以外 寺の名前は伝えられていない で仮に龍華尼寺としてお-｡しか 貢島はこの　｢昇道精舎
南重野月寄眺合｣詩では寺の楼台に月を見に出掛け ま ｢酬張籍王建｣詩　(後掲) では昼寝 ために寺に出掛ける｡尼寺ヽは男性の出入-は制限されるであろうから､この点に疑問が残る｡李芳民『唐五代仏寺考』　(商務印書館､二〇〇六年)
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には'章同湖｢唐故龍花寺･外臨壇大徳章和尚墓誌銘井叙｣(『唐文拾遺』巻25)　に 龍花 'こ 昇道坊の龍華尼寺と同じであろうという推測を示す｡かりに龍花寺に 龍華尼寺と併設された可能性があるとすれば､本稿 立場からは好都合である｡
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(1 1)　｢夏夜｣詩に｢原寺偏鄭近､開門物景澄｡暫通多葉縛､月離片雲稜｣｡｢雨中懐友人｣詩 ｢儒家郷古寺､不到又逢秋｣｡
また｢寄鏡庶子｣詩に｢只有僧都含､全無物映山｣｡最後の詩は｢僧侶の隣家があるだけで､これ以外に南山と向 い合うものは全くない｣と述べて､原東屠　(また昇道坊)　 寂れた地域である とを強調する｡
〔附記〕　本稿は､平成二十年度専修大学個人研究助成｢頁島の基礎的研究｣　の研究成果の7部である｡
